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大
阪
・
御
堂
筋
に
面
し
て
建
つ
ガ
ス
ビ
ル
の
建
築
現
場
を
撮
影
し
た
フ
ィ
ル

ム
が
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
ガ
ス
ビ
ル
建
築
を
請
け

負
っ
た
株
式
会
社
大
林
組
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
映
像
は
、当
時
の
最
新

工
法
に
よ
る
ガ
ス
ビ
ル
建
築
を
克
明
に
記
録
す
る
。
込
み
合
っ
た
商
家
の
中
で

騒
音
を
放
つ
ス
チ
ー
ム
ハ
ン
マ
ー
、ガ
ス
ビ
ル
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
松
杭
、
砂

利
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
大
勢
の
人
手
で
運
ば
れ
、鉄
筋
も
人
力
で
加
工
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
商
家
の
連
な
る
界
隈
に
忽
然
と
現
れ
る
モ
ダ
ン
な
外
観
の
ガ
ス

ビ
ル
、ど
れ
も
非
常
に
貴
重
な
映
像
で
あ
る
。 

       

　
そ
の
映
像
の
中
に
、建
築
中
の
ガ
ス
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
大
阪
の
街
を
映
し
た

シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
当
時
ガ
ス
ビ
ル
周
辺
は
二
階
建
て
の
商
家
が
連
な
り
、さ
え

ぎ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
工
事
中
の
御
堂
筋
や
木
造
の
商
家
、竣
工
し
た
ば
か

り
の
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
も
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
煙
の
都
と
い
わ
れ
た
当
時
の

大
阪
の
空
も
、そ
の
フ
ィ
ル
ム
に
は
残
さ
れ
て
い
た
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
な
っ
た

そ
の
映
像
を
パ
ノ
ラ
マ
状
の
写
真
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
御
堂
筋
の
パ
ノ
ラ
マ

写
真
か
ら
当
時
の
大
阪
の
物
語
を
掘
り
起
こ
し
て
み
た
い
。 

 
 

 

　
ガ
ス
ビ
ル
屋
上
か
ら
、次
頁
以
降
の
写
真
の
風
景
が
撮
ら
れ
た
の
は

い
つ
だ
ろ
う
か
。
映
像
に
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
映
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
ビ
ル
の
竣
工
後
の
昭
和
六
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
ガ

ス
ビ
ル
建
築
記
録
に
よ
る
と
、ガ
ス
ビ
ル
は
、昭
和
五
年
四
月
に
地
鎮

祭
を
挙
行
し
、矢
板
打
ち
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
同
年
五
月
、基
礎
の
米

松
杭
打
工
事
を
同
年
九
月
に
開
始
、鉄
骨
の
建
て
方
が
は
じ
ま
っ
た

の
が
昭
和
六
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
春
に
は
じ
ま
っ
た
ガ
ス

ビ
ル
建
築
工
事
が
進
ん
で
、よ
う
や
く
六
年
末
に
御
堂
筋
に
そ
の
姿
の

全
容
を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
つ
い
て
は
、「
昭
和
七
年
一
月
初
旬
第
二
地

階
ヨ
リ
鉄
筋
及
型
枠
ノ
組
方
開
始
シ
、三
月
一
〇
日
第
二
地
階
床
板

盤
ヨ
リ
混
凝
土（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）工
事
ニ
着
手
、仝
年
一
〇
月
末
ニ
於

テ
屋
階
ニ
達
シ
略
完
成
セ
シ
モ
各
所
残
部
ハ
一
二
月
中
旬
ニ
及
ブ
」
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
映
像
に
は
、屋
上
階
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
運
ぶ
様
子

が
映
る
こ
と
か
ら
、こ
の
屋
上
階
か
ら
の
シ
ー
ン
は
、昭
和
七
年
三
月

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
は
じ
ま
り
、そ
れ
が
屋
上
階
に
達
し
た
頃
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
工
事
の
監
督
者
が
半
袖
で
夏
帽
子
を
被
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、ま
だ
秋
に
は
早
い
季
節
、つ
ま
り
こ
の
ガ
ス
ビ
ル

屋
上
か
ら
の
映
像
は
、昭
和
七
年
、ま
だ
暑
い
頃
の
大
阪
市
内
を
撮
影

し
た
も
の
で
あ
る
と
特
定
で
き
る
。 

   

　
御
堂
筋
は
、南
北
を
結
ぶ
幹
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
北
の
拠
点

と
な
る
梅
田
で
は
、
明
治
三
四
年
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）の
大
阪
駅
が
、
現

中
央
郵
便
局
の
位
置
か
ら
ほ
ぼ
現
在
の
位
置
に
移
っ
た
。
明
治
四
一

年
梅
田
新
道
が
市
電
道
路
と
し
て
拡
幅
さ
れ
、明
治
四
三
年
に
は
阪

急
電
鉄
（
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
）が
梅
田
に
開
業
す
る
。
そ
し
て
大

正
三
年
に
は
、阪
神
電
鉄
が
梅
田
ま
で
乗
り
入
れ
、周
辺
人
口
が
流

入
す
る
一
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
形
成
さ
れ
る
。 

　
一
方
、
南
で
は
、
明
治
一
八
年
阪
堺
鉄
道
が
難
波
か
ら
ス
タ
ー
ト 
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着
工
さ
れ
た
。
そ
の
後
全
線
開
通
す
る
の
は
昭
和
一
二
年
五

月
、実
に
一
一
年
近
く
に
お
よ
ぶ
大
工
事
と
な
っ
た
。 

　
そ
し
て
御
堂
筋
の
建
設
に
あ
た
っ
て
地
域
の
住
民
に
は
、

建
築
費
捻
出
の
た
め
に
新
た
に
考
え
ら
れ
た
受
益
者
負

担
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
負
担
は
、
御
堂
筋
工
費
の
三

分
の
一
、地
下
鉄
工
事
費
の
四
分
の
一
と
い
う
高
額
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
住
民
は
、御
堂
筋
工
事
と
並
行
し
て
お

こ
な
わ
れ
た
地
下
鉄
工
事
の
ス
チ
ー
ム
ハ
ン
マ
ー
の
騒
音
に

も
悩
ま
さ
れ
続
け
た
。
さ
ら
に
御
堂
筋
計
画
に
よ
っ
て
、長

年
の
住
ま
い
と
商
い
の
場
を
奪
わ
れ
た
住
民
も
多
く
、
地

域
住
民
の
犠
牲
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

   

　
ガ
ス
ビ
ル
か
ら
北
を
望
む
パ
ノ
ラ
マ
写
真
で
は
、
商
家
が

撤
去
さ
れ
、
幅
員
二
四
間
（
約
四
四
メ
ー
ト
ル
）の
御
堂
筋

用
地
が
姿
を
現
し
て
い
る
。「
市
長
は
飛
行
場
を
作
る
気

か
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
が
、確
か
に
飛
行
機
が
発
着
で
き

そ
う
な
広
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
船
場
の
商
家
の
甍
が
連
な

る
中
で
、ひ
と
き
わ
目
を
引
く
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
群
は
、
江
戸

時
代
か
ら
の
金
融
の
中
心
地
で
あ
り
、住
友
や
鴻
池
な
ど

大
店
が
店
を
構
え
て
い
た
北
浜
通
り
、
今
橋
通
り
、
高
麗

橋
筋
で
あ
る
。
早
く
か
ら
洋
風
建
築
が
建
て
ら
れ
た
と
こ

ろ
ら
し
く
、こ
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
で
も
、
明
治
時
代
後
半
や

大
正
時
代
の
洋
風
建
築
、そ
し
て
昭
和
の
建
築
が
混
じ
る

様
子
が
認
め
ら
れ
る
。 

　
ま
た
南
北
の
通
り
と
し
て
は
、当
時
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
あ
る
四
つ
橋
筋
や
堺
筋
、
繁
華
街
と
し
て
栄
え
た
心

斎
橋
筋
に
面
し
て
、や
は
り
た
く
さ
ん
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が

立
ち
並
ぶ
。
ま
だ
商
家
の
連
な
る
御
堂
筋
界
隈
と
は
、
景

観
を
異
に
し
て
い
る
。 

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
石
田
潤
一
郎
教
授
に
よ
る
と
、

大
阪
に
は
明
治
三
〇
年
頃
ま
で
洋
風
建
築
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、そ
の
後
一
転
し
て
洋
風
建
築
が
急
速
に
増
え
た
と
い 

し
、明
治
二
二
年
大
阪
鉄
道
、湊
町
―
柏
原
間（
現
Ｊ
Ｒ
、

当
時
私
鉄
）が
開
業
す
る
。
そ
し
て
難
波
周
辺
が
南
の
一

大
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
。こ
う
し
て
膨
張
し
た
周
辺
人
口
が
、

南
北
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
市
内
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、当

時
南
北
を
結
ぶ
大
幹
線
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。 

 

 
 

　
大
正
一
四
年
、
市
域
拡
張
を
お
こ
な
っ
た
大
阪
市
は
、

人
口（
二
一
一
万
人
）・
市
域
と
も
に
日
本
一
と
な
り
、文

字
通
り
の
「
大
大
阪
」
と
な
っ
た（
昭
和
七
年
に
東
京
も
隣

接
地
を
併
合
し
て
五
五
一
万
人
と
な
る
）。
し
か
し
市
の

中
心
街
で
あ
る
船
場
は
、
街
路
も
狭
く
、い
ま
だ
江
戸
時

代
の
街
並
み
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
。 

　
当
時
、淀
屋
橋
以
南
は
、六
メ
ー
ト
ル
幅
の
淀
屋
橋
筋
が

淡
路
町
で
突
き
当
た
り
、
少
し
西
に
折
れ
て
旧
御
堂
筋
に

入
っ
た
。
し
か
し
履
物
問
屋
な
ど
の
多
か
っ
た
旧
御
堂
筋
は
、

淀
屋
橋
筋
よ
り
さ
ら
に
狭
く
、南
に
行
く
と
長
堀
に
突
き

当
た
る
が
橋
が
な
く
、迂
回
し
て
南
下
し
て
も
ま
た
道
頓
堀

に
突
き
当
た
り
橋
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。 

　
街
路
拡
張
も
、市
の
中
心
街
を
迂
回
す
る
形
で
お
こ
な

わ
れ
た
。
通
称
「
軒
切
り
」
に
よ
っ
て
街
路
拡
張
が
お
こ
な

わ
れ
た
堺
筋
や
四
つ
橋
筋
に
は
、既
に
市
電
や
バ
ス
が
走
っ

て
い
た
が
、商
家
で
込
み
合
っ
た
船
場
に
は
、そ
の
軌
道
も
敷

く
こ
と
が
で
き
ず
、南
北
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
流
入
す
る
人
・

も
の
で
混
雑
を
極
め
た
と
い
う
。 

　
一
方
、第
一
次
世
界
大
戦
後
、工
業
都
市
と
し
て
活
況
を

呈
し
た
大
阪
に
は
、労
働
力
と
し
て
著
し
い
人
口
流
入
が
お

こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
劣
悪
な
住
宅
環
境
や
貧
困
、交
通

渋
滞
、上
下
水
道
未
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
大
阪
市
の
都
市
問
題

解
決
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
の
が
、南
北
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

結
ぶ
御
堂
筋
で
あ
っ
た
。
大
正
七
年
に
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、

度
重
な
る
財
政
難
か
ら
、よ
う
や
く
大
正
一
五
年
一
〇
月 
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う
。パ
ノ
ラ
マ
写
真

で
は
、
心
斎
橋
筋

に
面
し
て
、
今
橋

四
丁
目
に
日
本
生

命（
明
治
三
五
年
①
）、

高
麗
橋
四
丁
目
に

第
三
十
四
銀
行（
明

治
三
七
年
②
）、東

京
海
上
火
災
保

険
大
阪
支
店
（
大

正
五
年
③
）の
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
が
確
認

で
き
る
。 

　
御
堂
筋
に
面
し

て
中
之
島
に
は
、大
阪
市
庁
舎（
大
正
一
〇
年
④
）の
塔
が

認
め
ら
れ
る
。 

　
北
浜
に
は
住
友
本
社
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
第
一
期
北
館:
大

正
一
五
年
、第
二
期
南
館:

昭
和
五
年
⑤
）が
、威
容
を
誇

っ
て
い
る
。
俳
人
の
山
口
誓
子
は
、関
東
大
震
災
の
復
興
が

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
東
京
で
学
生
生
活
を
お
く
り
、そ

し
て
住
友
合
資
会
社
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
。
入
社
時

に
「
住
友
と
い
う
の
は
こ
れ
か
と
意
外
に
思
っ
た
」
と
い
う

木
造
の
本
社（
実
は
煉
瓦
造
り
二
階
建
て
）か
ら
、鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
五
階
建
て
の
洋
風
の
近
代
建
築
へ
と
変

貌
し
た
住
友
本
社
を
「
牡
蠣
舟
や
わ
が
住
友
の
廈
の
前
」

と
、誓
子
は
誇
ら
し
く
詠
む
。 

　
そ
し
て
住
友
本
社
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
北
西
に
は
、朝
日
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ（
昭
和
六
年
⑥
）が
確
認
で
き
る
。
竣
工
し
た

ば
か
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
〇
階
建
て
、
当
時
の
超

高
層
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
金
属

材
料
を
利
用
し
た
モ
ダ
ン
な
外
観
の
デ
ザ
イ
ン
が
評
判
で

あ
っ
た
。
ま
た
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
最
上
階
に
は
、
西
洋

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ラ
ス
カ
」
が
開
業
す
る
。
昭
和
三
年

に
北
浜
に
開
業
し
、そ
の
本
格
的
西
洋
料
理
が
財
界
人

に
愛
さ
れ
た
ア
ラ
ス
カ
は
、わ
ず
か
五
卓
の
店
で
あ
っ
た
が
、

朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
竣
工
と
同
時
に
本
店
を
移
し
二
〇
〇

席
の
規
模
と
な
っ
た
。
以
後
ア
ラ
ス
カ
は
、本
格
西
洋
料
理

を
提
供
し
て
、関
西
ば
か
り
で
な
く
日
本
の
洋
食
界
を
リ

ー
ド
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
「
高
層
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
眺

め
を
楽
し
み
な
が
ら
洋
食
を
食
べ
る
こ
と
」
は
、モ
ダ
ン
な

都
市
生
活
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
後
も

長
く
大
阪
で
は
、ア
ラ
ス
カ
と
ガ
ス
ビ
ル
最
上
階
に
設
け
ら

れ
た
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
が
、
本
格
的
西
洋
料
理
店
と
し
て
市

民
に
愛
さ
れ
続
け
た
。 

   

　
ガ
ス
ビ
ル
屋
上
か
ら
見
る
当
時
の
大
阪
の
空
は
、ど
ん
よ

り
と
曇
っ
て
い
る
。
工
場
地
で
あ
っ
た
北
や
西
の
方
向
に
は

煙
を
吐
き
出
す
煙
突
が
か
す
か
に
見
え
る
。
大
阪
は
、当

時
の
基
幹
産
業
で
あ
る
綿
糸
・
綿
織
物
業
を
は
じ
め
と
す

る
繊
維
産
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
工
業
が
活
況
を
呈
す

る
と
と
も
に
、
煤
煙
や
塵
埃
被
害
は
ひ
ど
く
な
り
、
大
阪

は
「
煙
の
都
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
煙
の
都
」

と
い
う
表
現
に
は
、一
面
で
は
活
況
を
呈
し
た
工
業
都
市

と
し
て
の
誇
り
の
響
き
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
煤
煙
の

ひ
ど
さ
は
相
当
の
も
の
で
、
昭
和
八
年
、
九
年
に
夜
間
飛

行
機
が
、ス
モ
ッ
グ
の
た
め
に
着
陸
に
失
敗
す
る
と
い
う
よ

う
な
事
故
が
起
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

   

　
ガ
ス
ビ
ル
の
東
に
は
、昭
和
六
年
、市
民
の
寄
付
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
大
阪
城
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
聳
え
て
い
た

は
ず
だ
。
真
新
し
い
近
代
建
築
に
よ
る
大
阪
城
は
、大
阪

市
民
の
誇
り
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
ガ
ス
ビ
ル
屋
上
か
ら
映

し
た
映
像
に
は
、そ
の
大
阪
城
の
姿
は
見
当
た
ら
な
い
。
大

阪
市
史
料
調
査
会
調
査
員
の
古
川
武
志
氏
は
、「
当
時
大 

⑥朝日ビルディング（昭和6） 

西 

ガスビル食堂。東南に大きく開かれたガラス窓の展望が人気、 
市民の寄付によって再建された大阪城、生駒山が望めた 
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阪
城
の
方
向
に
は
軍
の
施
設
が
あ
り
、軍
事
機
密
と
し

て
高
い
と
こ
ろ
か
ら
の
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
」
と
説
明
す
る
。 

   

　
南
を
望
む
写
真
で
も
、更
地
に
な
っ
て
現
れ
た
広
大

な
御
堂
筋
用
地
が
目
に
つ
く
。
そ
の
更
地
に
は
よ
く

見
る
と
、後
に
御
堂
筋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
イ
チ
ョ
ウ
が

既
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
御
堂
筋
植

樹
の
た
め
に
埼
玉
県
で
購
入
さ
れ
た
。
購
入
し
た
本

数
は
一
〇
〇
〇
本
、
大
正
一
五
年
生
ま
れ
の
苗
木
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
大
阪
の
土
に
な
じ
ま
せ
る
た
め
御
堂

筋
に
植
樹
さ
れ
る
ま
で
、
旭
区
の
豊
里
農
園
で
大
切

に
育
て
ら
れ
て
き
た
。
道
路
が
北
か
ら
部
分
的
に
で
き

上
が
る
に
つ
れ
て
、こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の
植
樹
も
進
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。 

　
実
は
御
堂
筋
の
並
木
は
、梅
田
か
ら
大
江
橋
ま
で
は

プ
ラ
タ
ナ
ス
、
淀
屋
橋
南
詰
め
か
ら
難
波
に
い
た
る
植

樹
帯
が
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
そ
し
て
大
江
橋
か
ら
淀
屋

橋
北
詰
め
ま
で
は
植
樹
帯
は
な
い
。
そ
の
中
で
、こ
の
埼

玉
県
生
ま
れ
の
イ
チ
ョ
ウ
が
、す
っ
か
り
大
阪
の
土
に
な

じ
ん
で
御
堂
筋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
ガ
ス
ビ
ル
か
ら
南
を
望
む
と
、北
御
堂
（
⑦
）ま
で
高

い
建
物
は
な
く
、北
御
堂
の
大
屋
根
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
こ
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
で
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、北
御
堂
境
内
に
は
、煉
瓦
造
り
の
洋
館
相
愛
高
等

女
学
校
が
あ
っ
た
。
御
堂
筋
用
地
を
隔
て
た
建
物
は
、

伊
藤
萬
ビ
ル（
⑧
）で
あ
る
。
南
東
の
淡
路
町
に
は
煉
瓦

造
り
二
階
建
て
の
日
本
貯
金
銀
行（
明
治
三
五
年:

大

澤
商
会
大
阪
支
社
⑨
）が
確
認
で
き
る
。
南
東
の
堺
筋

に
面
し
て
は
、
白
木
屋
呉
服
店
（
大
正
一
〇
年
）や
大

阪
野
村
銀
行
本
店
、三
越
百
貨
店
な
ど
既
に
高
層
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
が
連
な
っ
て
い
た
。 

   

　
御
堂
筋
は
北
か
ら
南
へ
と
整
備
さ
れ
、同
時
に
地
下

で
は
高
速
鉄
道
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
地
上
の
御
堂

筋
が
全
線
開
通
し
た
の
は
昭
和
一
二
年
で
あ
る
が
、北

か
ら
整
備
さ
れ
た
御
堂
筋
は
、
長
い
工
事
期
間
中
に
、

順
に
利
用
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
七
年
夏
頃
の

ガ
ス
ビ
ル
建
築
の
映
像
で
は
、片
側
で
工
事
が
進
め
ら
れ

る
御
堂
筋
を
北
向
き
に
自
動
車
が
通
行
し
て
い
る
。
そ

し
て
半
年
後
の
昭
和
八
年
三
月
、ガ
ス
ビ
ル
竣
工
当
時

の
写
真
で
は
、ガ
ス
ビ
ル
前
の
御
堂
筋
は
既
に
整
備
さ
れ

て
い
る
。 

　
御
堂
筋
は
、

計
画
か
ら
開

通
ま
で
実
に

長
い
年
月
を

要
し
た
。
御

堂
筋
が
計
画

さ
れ
た
大
正

七
年
頃
に
は
、

ま
だ
市
内
に

車
は
少
な
く
、

自
動
車
道
路

の
必
要
性
は

ほ
と
ん
ど
認

識
さ
れ
ず
、

幅
員
二
四
間
に
お
よ
ぶ
自
動
車
道
路
と
し
て
の
御
堂

筋
の
計
画
に
対
し
て
「
市
長
は
、苗
を
植
え
る
の
か
」
、

「
飛
行
場
で
も
作
る
気
か
」
と
数
々
の
市
民
の
言
葉
が

残
さ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
自
動
車
は
、そ
の
後
、加
速
度
的
に
普
及
し

た
。
例
え
ば
大
正
九
年
に
は
、六
〇
〇
台
程
に
す
ぎ
な

か
っ
た
市
内
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、一
二
年
に
は
一

〇
〇
〇
台
を
超
え
、同
一
四
年
に
は
、二
・
三
倍
、昭
和

四
年
に
は
、五
・
六
倍
と
な
る
。
ま
た
市
内
の
交
通
事
故

は
、
昭
和
七
年
に
は
、
既
に
六
〇
〇
〇
件
以
上
、
死
傷

者
数
も
六
〇
〇
〇
人
以
上（
う
ち
死
者
一
九
一
人
）に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
一
二
年
の
御
堂
筋
全
線
開

通
当
時
の
写
真
で
は
、結
構
多
く
の
自
動
車
の
通
行
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

　
ち
な
み
に
、昭
和
五
年
に
着
工
し
昭
和
八
年
に
竣
工

し
た
ガ
ス
ビ
ル
に
は
、
一
階
に
自
動
車
置
き
場
が
設
け

ら
れ
る
と
と
も
に
、地
下
二
階
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
ス
ペ

ー
ス
が
車
庫
と
さ
れ
、自
動
車
用
昇
降
機
、自
動
車
水

平
運
搬
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
竣
工
時
社
内

の
自
動
車
の
使
用
は
、ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

御霊神社（昭和6） 

昭和8年竣工当時のガスビル 
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前
頁
の
写
真
は
竣
工
当
時
の
ガ
ス
ビ
ル
の
写
真
で

あ
る
。
植
樹
さ
れ
た
ば
か
り
の
イ
チ
ョ
ウ
は
ま
だ
芽

吹
い
て
お
ら
ず
、
路
上
に
シ
ョ
ー
ル
を
肩
に
か
け
た

着
物
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
季
節
は
ま
だ
早

春
で
あ
る
。
ガ
ス
ビ
ル
前
の
側
道
に
は
数
台
の
タ
ク

シ
ー
が
客
待
ち
し
、バ
ス
が
走
る
。
こ
の
タ
ク
シ
ー
は

円
タ
ク
、バ
ス
は
市
営
の
銀
バ
ス
と
思
わ
れ
る
。 

　
そ
も
そ
も
大
阪
の
タ
ク
シ
ー
の
は
じ
ま
り
は
、大

正
六
年
に
大
阪
タ
ク
シ
ー
自
動
車
株
式
会
社
（
大

タ
ク
）が
五
台
の
自
動
車
に
メ
ー
タ
ー
を
備
え
て
、い

わ
ゆ
る
「
辻
待
自
動
車
」
の
営
業
を
開
始
し
た
の
が

最
初
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
営
業
所
に
待
機
し
、乗

客
の
注
文
に
応
じ
る
ハ
イ
ヤ
ー
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
大
正
一
三
年
に
均
一
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
が
誕

生
し
、
競
争
が
激
化
し
、
市
内
に
お
け
る
料
金
を

一
円
と
す
る
い
わ
ゆ
る
円
タ
ク
が
主
流
と
な
っ
た
。 

　
一
方
、円
タ
ク
が
登
場
し
た
同
じ
く
大
正
一
三

年
に
、大
阪
乗
り
合
い
自
動
車
が
、市
内
で
民
営
バ

ス
の
営
業
を
は
じ
め
る
。
そ
の
後
、
民
営
バ
ス
に
先

行
さ
れ
た
大
阪
市
の
強
い
働
き
か
け
で
、よ
う
や
く

市
営
バ
ス
に
も
競
合
路
線
で
の
許
可
が
お
り
た
。
そ

ん
な
経
緯
も
あ
っ
て
昭
和
八
年
当
時
の
大
阪
で
は
、

民
営
の
通
称
青
バ
ス
と
市
営
の
通
称
銀
バ
ス
が
、熾

烈
な
乗
客
の
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。 

　
し
か
し
、当
時
の
営
業
路
線
図
を
見
る
と
、南
北

の
幹
線
で
あ
る
御
堂
筋
に
は
、市
営
の
銀
バ
ス
の
み
営

業
し
、民
営
の
青
バ
ス
は
走
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
市
が
建
設
し
、市
が
維
持
管
理
し
て
い
る
道
路
」
と

い
う
当
時
の
市
当
局
の
強
い
主
張
が
、
困
難
を
極
め

た
末
に
開
通
し
た
御
堂
筋
に
、
民
営
の
青
バ
ス
の
営

業
を
認
め
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
青
バ
ス
・
銀
バ

ス
の
熾
烈
な
乗
客
争
奪
戦
は
、や
が
て
昭
和
一
三
年
に
大

阪
乗
り
合
い
自
動
車
が
、市
営
主
義
を
掲
げ
る
大
阪
市

に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、終
結
す
る
。 

 
  

　
御
堂
筋
の
計
画
と
と
も
に
進
め
ら
れ
た
高
速
地
下

鉄
道
は
、地
上
の
御
堂
筋
よ
り
一
足
早
く
、昭
和
八
年

五
月
二
〇
日
に
梅
田
―
心
斎
橋
間
が
開
業
す
る
。
地

下
鉄
工
事
で
は
、高
額
な
受
益
者
負
担
金
に
加
え
、騒

音
や
相
次
ぐ
事
故
な
ど
市
民
か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
た
。
し
か
し
い
ざ
開
通
と
な
れ
ば
、
大
阪
市
中

に
、高
速
地
下
鉄
動
開
通
の
高
揚
感
や
喜
び
が
あ
ふ
れ

る
。
公
営
の
地
下
鉄
は
、日
本
で
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。

当
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
の
見
出
し
は
、「
大
大
阪
の
地

下
に
脈
う
つ
新
生
の
血
管
　
誕
生
だ
！
我
ら
の『
チ
カ

テ
ツ
』
　
走
る
走
る
超
満
員
」
と
、市
民
の
そ
の
高
揚
感

を
伝
え
る
。
地
上
の
御
堂
筋
で
は
、一
番
電
車
開
通
に

先
立
っ
て
開
通
式
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
伏
見
町

か
ら
高
麗
橋
に
か
け
て
張
ら
れ
た
に
大
テ
ン
ト
に
は
、

政
府
高
官
な
ど
一
八
〇
〇
人
が
招
待
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
初
日
に
は
、実
に
六
万
四
〇
〇
〇
人
の
乗
客
が

押
し
寄
せ
た
と
い
う
。 

　
当
時
の
電
気
局（
現
交
通
局
）局
長
平
塚
米
次
郎
氏

に
よ
る
地
下
鉄
行
進
曲
も
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
。 

♪
水
の
都
の
地
の
底
ま
で
も
　
♪
進
む
文
化
の
輝
く

と
こ
ろ
　
♪
拓
く
軌
道
は
浪
華
の
誇
り
　
♪
讃
え
よ

地
下
鉄
ス
ピ
ー
ド
時
代
　 

　
こ
の
地
下
鉄
行
進
曲
は
、「
♪
讃
え
よ
地
下
鉄
ス
ピ

ー
ド
時
代
」
、「
♪
市（
ま
ち
）の
栄
え
は
市
民
の
誇
り
」
、

「
♪
高
速
電
車
は
時
代
の
誇
り
」
と
三
番
ま
で
続
く
の

で
あ
る
。 

　
高
速
地
下
鉄
道
で
、一
番
乗
客
を
驚
か
せ
た
の
は
、 

⑨日本貯蓄銀行（明治35、大澤商会） ⑧伊藤萬ビル 

相愛高等女学校 

⑦北御堂 

南 

パノラマ写真作成　松原　秀樹 
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な
ん
と
い
っ
て
も
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
長
さ
だ
っ
た
。
車
両

は
当
初
一
両
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ホ
ー
ム
は
、や
が
て
必

要
に
な
る
と
い
う
大
き
な
見
識
か
ら
一
二
両
、二
一
六

メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
あ
っ
た
。
大
阪
市
交
通
局
に
残
る

開
通
時
の
映
像
で
は
、こ
の
広
大
な
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
、

た
っ
た
一
両
の
車
両
に
向
か
っ
て
乗
客
ば
か
り
か
駅
員

さ
え
走
っ
て
い
る
の
が
愉
快
だ
。 

　
そ
し
て
間
も
な
く
、金
属
供
出
で
撤
去
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
あ
っ
た
。
白
一
色
の
ア
ー

チ
型
ド
ー
ム
、降
り
注
ぐ
白
熱
灯
、ま
た
改
札
は
「
タ
ー

ン
ス
タ
イ
ル
」
で
、一
〇
銭
を
入
れ
る
と
腕
木
が
動
き
自

動
的
に
改
札
が
通
れ
た
。
日
曜
日
に
は
市
内
、郊
外
か

ら
家
族
づ
れ
、お
上
り
さ
ん
が
押
し
寄
せ
、ホ
ー
ム
の
ベ

ン
チ
で
弁
当
を
広
げ
た
と
い
う
。 

　
し
か
し
開
業
時
こ
そ
満
員
で
あ
っ
た
が
、
乗
客
数
は

伸
び
悩
ん
だ
。
高
速
地
下
鉄
道
の
乗
車
賃
は
、一
駅
五

銭
、二
駅
以
上
が
一
〇
銭
、

一
方
、
当
時
市
電
は
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
六
銭
、
お
ま
け

に
乗
り
換
え
も
で
き
た
。
わ

ず
か
三
キ
ロ
に
割
高
な
乗
車

賃
、一
度
乗
れ
ば
十
分
と
算

盤
上
手
な
大
阪
人
は
考
え

た
よ
う
だ
。
そ
し
て
不
慣
れ

な
階
段
の
上
り
下
り
も
嫌

わ
れ
て
、
一
〇
銭
も
う
か
る

と
歩
い
た
と
い
う
。 

　
思
わ
ぬ
営
業
不
振
に
頭

を
痛
め
た
市
当
局
は
、車
内

に
ボ
ン
ボ
リ
を
吊
り
下
げ
た

納
涼
電
車
を
走
ら
せ
、車
内

で
は
地
下
鉄
行
進
曲
を
流

し
た
と
い
う
。
し
か
し
客
足

は
伸
び
ず
、市
当
局
が
待
ち

望
ん
だ
の
が
、難
波
ま
で
の
地
下
鉄
の
延
伸
で
あ
っ
た
。 

　
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
よ
う
や
く
難
波
ま
で
地
下
鉄

が
延
伸
し
た
。
所
要
時
間
わ
ず
か
八
分
で
北
と
南
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
結
ば
れ
た
の
だ
。
自
信
を
も
っ
た
市
当
局
は
、

阪
急
電
鉄
、南
海
電
鉄
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
「
傘
な
し
で

神
戸
―
和
歌
山
間
の
往
復
を
ど
う
ぞ
」
と
宣
伝
を
は

じ
め
る
。
ま
た
市
は
、大
丸
、十
合（
そ
ご
う
）、高
島
屋
、

阪
急
の
御
堂
筋
に
面
し
た
百
貨
店
各
社
と
は
、合
同
で

「
お
買
い
物
は
地
下
鉄
で
」
と
矢
継
ぎ
早
に
宣
伝
に
乗

り
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
合
同
宣
伝
の
一
環
か
、
当
時

の
百
貨
店
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、地
階
に
地
下
鉄
が
イ

ラ
ス
ト
で
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
さ
し
ず
め
「
神

戸
か
ら
も
、和
歌
山
か
ら
も
、傘
な
し
で
お
買
い
物
」
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。 

　
そ
の
後
地
下
鉄
は
、昭
和
一
三
年
に
は
天
王
寺
、昭

和
一
七
年
に
は
大
国
町
―
花
園
ま
で
延
伸
す
る
が
、以

後
工
事
は
戦
争
に
よ
り
中
止
と
な
る
。
し
か
し
昭
和
四

〇
年
代
の
お
わ
り
に
な
っ
て
や
っ
と
実
現
し
た
路
線
が
、

既
に
大
正
一
三
年
の
高
速
鉄
道
計
画
で
策
定
さ
れ
て

い
る
な
ど
、い
か
に
当
時
の
計
画
が
、将
来
の
大
阪
を
見

越
し
た
遠
大
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。 

   

　
ガ
ス
ビ
ル
に
残
る
資
料
等
か
ら
、ガ
ス
ビ
ル
竣
工
当
時

の
御
堂
筋
界
隈
を
振
り
返
っ
た
。
活
況
を
呈
し
た
工
業

に
よ
る
人
口
膨
張
な
ど
、都
市
問
題
の
解
決
策
の
一
つ

と
し
て
計
画
さ
れ
た
御
堂
筋
の
工
事
に
よ
っ
て
、
大
阪

市
内
は
一
気
に
近
代
化
し
て
変
貌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
現
在
の
御
堂
筋
は
、オ
フ
ィ
ス
街
で
あ
り
、ビ
ジ

ネ
ス
街
の
面
ば
か
り
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
御
堂
筋

は
、か
つ
て
商
売
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、市
民
の
暮
ら

し
の
場
で
あ
っ
た
。
当
時
の
貴
重
な
資
料
は
、そ
の
変
貌

を
と
げ
る
直
前
の
界
隈
の
様
子
か
ら
当
時
の
暮
ら
し

も
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。
歴
史
や
資
料
を
生
か
し
な
が

ら
七
〇
年
以
上
も
前
に
立
て
ら
れ
た
将
来
を
見
越
し

た
遠
大
な
計
画
と
市
民
の
負
担
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
大

阪
市
の
都
市
基
盤
で
あ
る
御
堂
筋
を
、こ
れ
か
ら
も
「
御

堂
筋
は
市
民
の
誇
り
」
と
い
え
る
よ
う
に
大
事
に
し
て

い
き
た
い
。 

（
大
阪
ガ
ス
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
　
副
主
任
研
究
員
） 

CEL

●
『
新
修
　
大
阪
市
史
』
第
六
、七
巻
　
大
阪
市
市
史
編
纂
委
員
会

　
大
阪
市（
一
九
九
四
年
） 

●
『
大
阪
市
地
下
鉄
建
設
五
十
年
史
』
大
阪
市
交
通
局（
一
九
八
三
年
）  

●
『
想
い
起
す
御
堂
筋
』
米
谷
修
　
内
外
履
物
新
聞
社（
一
九
八
五
年
） 

●
『
御
堂
筋
も
の
が
た
り
』三
田
純
市
　
東
方
出
版（
一
九
九
一
年
） 

他
多
数
の
書
籍
か
ら
引
用
い
た
し
ま
し
た
。 
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